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約
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参
加

平成23年10月31日生
保護者/道斎・妙美

平成23年9月16日生
保護者/博晶・未来

鶴 井   創 太くん（大崎）
つるい　    そう  た

川 村　咲 恵ちゃん（正ノ石）
かわむら　   さ   え
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はじめまして ・  　 ・   　・

「優しい女の子に育ってね」「優しい女の子に育ってね」

「元気で思いやりのある子に育ってね」「元気で思いやりのある子に育ってね」
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《3》 広報によど川 7月号 広報によど川 7月号 《2》

６
月
10
日
〜
17
日

　長
者
の
大
銀
杏
前

で
、
だ
ん
だ
ん
く
ら
ぶ
（
西
森
勇
幸
会

長
）
主
催
の
「
第
七
回
花
し
ょ
う
ぶ
ま
つ

り
」
が
行
わ
れ
、
町
内
外
か
ら
千
二
百
人

を
超
え
る
来
場
が
あ
り
ま
し
た
。

　棚
田
に
咲
き
誇
る
花
し
ょ
う
ぶ
は
、
三

年
前
に
だ
ん
だ
ん
く
ら
ぶ
の
メ
ン
バ
ー
が

植
え
替
え
を
行
い
、
「
み
ん
な
に
喜
ん
で

も
ら
い
た
い
」
と
の
思
い
で
、
草
引
き
な

ど
を
し
な
が
ら
丹
精
こ
め
て
育
て
た
も
の

で
す
。

　太
陽
の
日
ざ
し
を
花
び
ら
に
受
け
、
約

一
万
株
の
花
し
ょ
う
ぶ
が
長
者
の
棚
田
を

色
鮮
や
か
に
彩
り
ま
し
た
。

だ
ん
だ
ん
の
里
に

　
　
　人
の
花
咲
く

花
し
ょ
う
ぶ
ま
つ
り

大人気！ちびっ子腕ずもう大会棚田に響く迫力のある和太鼓演奏

手作りの橋を渡りながら散策『ころばんように気をつけて』

『仁淀川クリーン作戦ｉｎ仁淀川町』に
　　　　   今年も約２００人が参加！　
５月２６日　町内の川をごみのないきれいな川

にしようと土居川、安居川などで『仁淀川クリ

ーン作戦ｉｎ仁淀川町』が行われ、地元住民や

アサヒビール株式会社高知支社、高知銀行の社

員ら約２００人が清掃活動に汗を流しました。

　主催は「仁淀川の“緑と清流”を再生する会」の会員や地域住民

で組織する実行委員会で、今回で１１回目の開催となりました。

　参加者は約２時間半、新緑と「仁淀ブルー」の清流を楽しみなが

ら、河原周辺のごみを拾いました。活動の成果もあり、年々ごみは

減っているものの、缶や瓶のほか、自転車や鉄くずなどもあり、参

加者は予想以上のごみの多さに驚いた様子でした。

　午後からは水生生物調査や、城下秀二氏によるカヌー無料体験な

ども行われ、親子連れや小中学生らが参加し、清流と触れ合う時間

を満喫しました。

　１０日のイベントでは、ちびっ子腕ずもう大会や「一圓想」の和太

鼓演奏、初参加のバンドグループ「フロムスクラッチ」、「ＤＤＫ」

も会場を大いに盛り上げました。

　また、地域の方たちが出品した田舎ならではの地場産品コーナーも

大好評で、訪れた人は花しょうぶや長者の自然を満喫しながら、買い

物や散策を楽しんでいました。

①河原でのごみ拾い　②集まった不燃ごみの山　③捕まえた水生生物の調査

①

②

③

ここでしか味わえない
　　　田舎ならではの味！

今年も色とりどりの花が訪れた人を魅了しました

６
月
３
日

　天
然
の
景
観

が
美
し
い
中
津
川
の
自
然

を
守
ろ
う
と
、
流
域
の
地

区
住
民
約
三
十
人
が
参
加

し
て
、
二
ノ
滝
か
ら
上
名

野
川
間
で
一
斉
清
掃
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　五
月
に
し
も
な
の
郷
で

開
か
れ
た
中
津
川
流
域
会

議
（
上
岡
正
憲
会
長
）
に

お
い
て
「
地
域
の
自
然
を

自
主
的
に
守
ろ
う
」
と
決

議
さ
れ
、
そ
の
第
一
段
の

取
り
組
み
と
し
て
、
今
回

流
域
地
区
合
同
で
は
初
め

て
と
な
る
一
斉
清
掃
が
実

現
し
ま
し
た
。

　当
日
は
早
朝
か
ら
手
分

け
を
し
て
、
清
掃
作
業
を

行
い
ま
し
た
が
、
清
流
か

ら
は
想
像
で
き
な
い
不
法

投
棄
ご
み
が
。
中
に
は
自

転
車
や
テ
レ
ビ
な
ど
の
大

型
ご
み
も
目
立
ち
ま
し

た
。
参
加
者
か
ら
は
「
こ

れ
ほ
ど
と
は
…
」
と
モ
ラ

ル
の
欠
如
に
憤
り
を
感
じ

る
声
も
。
し
か
し
、
清
掃

終
了
後
は
「
き
れ
い
に
な

る
と
気
持
ち
が
い
い
ね
」

と
晴
れ
や
か
な
表
情
で
し

た
。　上

岡
会
長
は
「
今
後
こ

の
活
動
を
き
っ
か
け
に
、

地
域
の
つ
な
が
り
を
一
層

深
め
る
活
動
に
つ
な
げ
て

い
き
た
い
」
と
意
気
込
み

を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

中
津
川
流
域
一
斉
清
掃

地域の自然を自主的に守る！

半
日
か
け
て
回
収
し
た
不
法
投
棄
ご
み



《5》 広報によど川 7月号 広報によど川 7月号 《4》

　森
林
管
理
署
池
川
地
区
合
同
事
務
所
に
勤
務
す
る

安
部
史
明
さ
ん
（
上
土
居
第
一
）
が
、
九
月
に
開
催

さ
れ
る
岐
阜
国
体
に
高
知
県
代
表
と
し
て
出
場
す
る

こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　若
者
を
中
心
に
人
気
を
集
め
て
い
る
「
ボ
ル
ダ
リ

ン
グ
」
。
鍛
え
ら
れ
た
全
身
の
筋
肉
を
躍
動
さ
せ
、

岩
壁
を
ロ
ー
プ
な
し
で
登
り
、
制
限
時
間
の
中
で
最

高
到
達
点
を
競
い
ま
す
。

　安
部
さ
ん
は
、
高
校
時
代
に
ボ
ル
ダ
リ
ン
グ
を
知

り
、
大
学
で
本
格
的
に
始
め
ま
し
た
。
過
去
に
は
屋

久
島
に
あ
る
四
百
メ
ー
ト
ル
の
岩
壁
に
挑
戦
し
た
と

の
こ
と
。
現
在
は
週
一
回
、
仕
事
が
終
わ
っ
て
か
ら

ジ
ム
に
通
い
、
限
ら
れ
た
時
間
の
中
で
、
技
術
や
フ

ィ
ジ
カ
ル
を
高
め
て
い
ま
す
。

「
誰
も
登
っ
た
こ
と
が
な
い
岩
壁
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
す
る
の
が
醍
醐
味
で
す
」
と
、
爽
や
か

な
笑
顔
で
魅
力
を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　本
大
会
で
の
ご
活
躍
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

５
月
28
日

　仁
淀
川
町
担
当
の
行
政
相
談
委
員
で
あ
る
伊
藤
昌

人
氏
に
、
総
務
省
高
知
行
政
評
価
事
務
所
長
よ
り
感
謝
状
が
贈

呈
さ
れ
ま
し
た
。

　国
や
県
、
市
町
村
な
ど
に
対
す
る
苦
情
や
要
望
の
解
決
に
尽

力
し
た
功
績
に
対
し
て
贈
ら
れ

た
も
の
で
す
。

　感
謝
状
の
贈
呈
式
は
、
五
月

二
十
八
日
（
月
）
に
池
川
総
合

支
所
で
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

６月２日　川口地区自主防災組織（藤原清一会長）主催で、組織立ち上

げ後、初となる防災訓練が、鎌倉自動車前の広場で行われ、住民や消防

関係者ら約60人が参加しました。

  今回実施した防災訓練は南海地震が発生したとの想定で、避難指定場

所に集合した後、高吾北消防署員の指導のもと、参加者全員が起震車体

験や消火訓練を実施しました。訓練後半には、みんなで持参した避難袋

の中身を広げてチェックしながら、「これは要る！」と、新たな発見も

多く、防災意識を高める大変有意義な１日となりました。

　訓練終了後、藤原会長は「高齢者の多い地区なので、今後もこういっ

た機会を積み重ねて、地域の絆を深めていきたい」と話してくれました。

山岳競技「ボルダリング」で　
　国体出場　安部 史明 選手

行
政
相
談
委
員
の
伊
藤
昌
人
氏
に

　高
知
行
政
評
価
事
務
所
長
感
謝
状

救
急
連
携
訓
練
を
実
施

川口地区自主防災組織高知県・中央西地区食生活改善推進協議会　総会・研修会開催

地域に日ごろの感謝を込めて　～一斉清掃に仁淀中学校生徒62人参加～

～立ち上げ後、初となる南海地震を想定した防災訓練実施～
５月30日　高知県食生活改善推進協議会総

会・研修会が高知市内のふくし交流プラザ

で開催され、約350人の会員が参加しました。

　研修会は日本食生活協会・会長上谷律子

氏による「食生活改善推進員の気づく力と

実践力」と題しての、熱のこもったご講演

がありました。

　その後、会員として20年以上活動を続け、

現在も各地域でご活躍している県内53人の

方が、永年会員賞を受賞されました。

６月３日　町内各地で一斉清掃が行われ、仁淀中学校の生徒と教職員

が森、川渡、長者地域の清掃に参加しました。

　生徒自ら「日ごろお世話になっている地域の方たちの役に立ちた

い」と、自分の住んでいる地域に分かれて地域の方と一緒に心地よい

汗を流しました。

　生徒の真剣な姿に、地域の人も感心していました。（森の大石武志

さんからの投稿です）☆皆さんの投稿お待ちしています。

表彰された
伊藤昌人さん
（下土居）

隅々まで一生懸命きれいにしました

本町の受賞者

山田　静香（加枝）・城尾　彩（大崎）以上吾川支部

西森喜美野（奈呂）・西村信子（寺野）以上仁淀支部

大久保鶴美（大野）・岡本好子（楮原）以上池川支部

安
部
史
明
さ
ん

あ  　べ　    ふみ  あき

い

　
と
う

　ま
さ

　と

５
月
23
日

　仁
淀
川
町
狩
山
地
区
ヘ
リ
ポ
ー
ト

が
完
成
し
、
た
く
さ
ん
の
住
民
が
見
守
る
中
、

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
と
高
吾
北
消
防
署
仁
淀
川
分
署

に
よ
る
救
急
連
携
訓
練
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

  

訓
練
は
、
畑
で
農
作
業
中
に
男
性
が
倒
れ
た
と

い
う
設
定
で
行
わ
れ
、
要
請
か
ら
約
十
五
分
で

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
が
現
場
へ
到
着
。
分
署
消
防
隊

と
の
連
携
に
よ
る
迅
速
な
救
急
搬
送
に
、
訪
れ

た
方
は
真
剣
に
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　訓
練
終
了
後
に
は
、
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
内
部
の

見
学
や
記
念
撮
影
を
行
う
な
ど
、
間
近
で
見
る

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の
迫
力
に
皆
、
歓
声
を
あ
げ
て

い
ま
し
た
。

カメラに向かって笑顔で記念撮影

皆さまの今後ますますのご活躍を願っております。

5月24日　中央西地区食生活改善推進協議会総会・研修

会が吾北公民館で開催され、約130人の会員が参加し

ました。  

　当協議会は土佐市・いの町・日高村・佐川町・越知

町・仁淀川町の６市町村で構成され、日ごろは市町村

ごとに「私たちの健康は私たちの手で」をスローガン

に、食生活の面から健康づくりを実践し、家庭と地域

社会における食育活動に取り組んでいます。

　今年も昨年に引き続き、11

人の会員の方々（活動継続15

年が対象）が表彰されました。

　総会も研修会も大変有意義

なものでした。

本
町
の
受
賞
者

西
田
美
榮
子

（
上
土
居
第
三
・
右
）

山
中
喜
代
子

（
竹
ノ
谷
・
左
）

６
月
17
日

　山
村
自
然
楽

校
「
し
も
な
の
郷
」
で
、

山
に
あ
る
物
、
山
で
と
れ

た
物
、
山
で
作
っ
た
物
な

ど
を
販
売
す
る
「
山
の
な

ん
で
も
市
」
が
行
わ
れ
、

地
域
出
身
者
や
町
外
か
ら

も
多
く
の
方
が
訪
れ
ま
し

た
。　山

野
草
、
盆
栽
、
花
、
木
工
品
、
農
産
物
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
種
類
の
出
品
が
あ
り
、
開
店
前

か
ら
掘
り
出
し
物
を
見
つ
け
に
並
ん
だ
人
で
賑
わ

い
を
み
せ
て
い
ま
し
た
。
中
に
は
両
手
に
持
ち
き

れ
な
い
ほ
ど
、
買
い
求
め
た
人
も
。

　市
の
開
催
に
合
わ
せ
て
、
手
打
ち
そ
ば
や
田
楽

な
ど
の
販
売
も
あ
り
、
訪
れ
た
人
た
ち
は
「
し
も

な
の
味
」
を
堪
能
し
て
い
ま
し
た
。

お
気
に
入
り
見
つ
け
た
！

大
盛
況
の「
山
の
何
で
も
市
」



写真左から大石町長、岡村前会長

ソフトボール高吾地区大会 決勝戦で町内校同士が対戦！

仁淀川町スポーツ少年団交流事業で30人が「体力アップ７５プログラム」を体感

《7》 広報によど川 7月号 広報によど川 7月号 《6》

５
月
27
日

　大
阪
市
内
で
近
畿
仁
淀
川
会
（
岡
崎
憲
二
会
長
）
の

第
三
十
二
回
総
会
が
開
催
さ
れ
、
百
五
人
の
出
席
者
が
親
睦
を
深

め
ま
し
た
。

　今
回
、
出
席
さ
れ
た
藤
原
通
彦
氏
（
大
崎
小
・
大
崎
中
出
身
）

に
、
総
会
の
様
子
を
報
告
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

永
遠
の
故
郷
交
流
の
場

近
畿
仁
淀
川
会
総
会
を
終
え
て

藤
原

　通
彦

　大
阪
市
内
難
波
に
て
今
年
も
盛
大
に
第

三
十
二
回
近
畿
仁
淀
川
会
総
会
（
岡
崎
憲

二
会
長
）
が
開
催
さ
れ
、
百
五
人
の
出
席

者
が
親
睦
を
深
め
ま
し
た
。

　今
回
も
仁
淀
川
町
よ
り
大
石
弘
秋
町

長
、
議
員
さ
ん
、
役
場
の
皆
さ
ん
等
々
二

十
三
人
の
参
加
を
い
た
だ
き
誠
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　本
会
の
目
的
は
会
員
相
互
の
親
睦
を
深

め
る
と
共
に
郷
里
と
の
連
絡
を
図
り
併
せ

て
仁
淀
川
町
の
発
展
に
寄
与
す
る
事
で
す
。

 

「

故
郷
と
の
絆
を
絶
や
す
事
の
無
い
様

に…

」
と
の
思
い
で
役
員
一
同
微
力
な
が

ら
取
り
組
ん
で
い
ま
す
が
、
町
長
筆
頭
に

仁
淀
川
町
在
住
の
皆
さ
ん
の
ご
支
援
ご
協

力
が
あ
っ
て
こ
そ
。
今
後
と
も
、
よ
ろ
し

く
ご
指
導
ご
鞭
撻
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　仁
淀
川
会
は
大
阪
市
内
で
毎
年
五
月
の

最
終
日
曜
日
午
前
十
一
時
〜
午
後
二
時

（
総
会
・
懇
親
会
）
後
、
希
望
者
は
別
室

に
て
午
後
二
時
か
ら
午
後
四
時
（
二
次

会
）
の
式
次
第
で
進
め
て
い
ま
す
。
総
会

で
は
（
来
賓
紹
介
・
あ
い
さ
つ
・
議
事
・

故
郷
か
ら
の
連
絡
等
）
懇
親
会
で
は
（
ビ

ン
ゴ
ゲ
ー
ム
他
余
興
、
故
郷
の
物
産
販
売

等
）
二
次
会
で
は
（
カ
ラ
オ
ケ
・
談

笑
）
、
本
年
も
五
十
人
以
上
の
参
加
に
て

五
時
間
が
大
変
短
く
感
じ
ら
れ
、
結
構
楽

し
く
心
癒
や
さ
れ
る
ひ
と
と
き
で
し
た
。

　近
畿
仁
淀
川
会
の
総
会
に
お
い
て
、
同
会
よ
り
大
石
町
長

に
寄
付
金
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。
町
長
よ
り
、
「
い
た
だ
き

ま
し
た
寄
付
金
は
、
町
政
発
展
の
た
め
に
有
効
に
活
用
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
今
後
に
お
き
ま
し
て
も
、
会
員
相
互
の

親
睦
を
深
め
る
と
と
も
に
本
町
の
発
展
の
た
め
に
、
ご
指
導

ご
協
力
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
」
と
、

お
礼
の
あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。

６
月
９
日
・
10
日

　ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
高

吾
地
区
大
会
が
土
佐
公
園
で
開
催
さ

れ
、
決
勝
は
仁
淀
中
学
校
と
吾
川
・
池

川
中
学
校
連
合
チ
ー
ム
の
対
戦
と
な
り

ま
し
た
。

　序
盤
か
ら
接
戦
と
な
っ
た
試
合
は
、

同
点
で
迎
え
た
八
回
、
タ
イ
ブ
レ
ー
ク

の
末
、
一
点
を
守
り
き
っ
た
仁
淀
中
学

校
が
三
対
二
で
優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。

　両
チ
ー
ム
は
、
来
る
七
月
二
十
一
日

か
ら
開
催
さ
れ
る
高
知
県
中
学
校
総
合

体
育
大
会
に
出
場
が
決
ま
り
ま
し
た
。

古里を語り、今を語る
　　　　　　第３２回近畿仁淀川会総会

近畿仁淀川会　
　　総会で寄付金

”仁淀川町の皆さんにお願い”
　近畿で暮らしている仁淀川町出身者、友人、知人、親族の方に本会をPRしてい

ただきたいです。仁淀川町が合併して7年近くなりますが、吾川、池川、仁淀出身者

が近畿でも仲よく集える総会に発展するよう、役員一同努めてまいります。

　来年の総会は５月26日（日）午前11時開催予定です。

＜連絡先＞

○近畿仁淀川会事務局

岡崎電工株式会社内（担当：山根麻美子）

〒600-8843  京都市下京区朱雀内畑町7番地

Tel 075-314-4156　Fax 075-314-1382

Mail m.yamane@okaden21.com

○ふるさと支援部隊・仁淀川町窓口（敬称略）

岡村　重忠　　　  ＜相談役＞090-7750-4025

掛水　光政・笑子  ＜相談役＞0889-36-0326

高木　幸彦　　　　　　　　  0889-32-1715

中越　伊㔟夫　　　　　　　  0889-32-1472

鎌倉祐二さん（北川）の投稿

７時過ぎ、北川の家を出て通勤途中、
雲間から見えた瞬間を撮影！

仁淀川町の空で天体ショー！
  ～金環日食～

６月16日  池川体育館で仁淀川町スポーツ少年団主催の交流事業が開

催され、子どもたちの体力向上を図る上で、現在注目されている「体

力アップ75プログラム」を体感しました。

　講師に、このプログラムの作成者である、高知大学教授の神家一成

氏をお招きし、子どもたちに、体力の向上のためには何が大切かにつ

いて、分かりやすく指導していた

だきました。

　神家講師は「体（股関節）の硬さが今後、けがや、腰痛の原因にな

るので、入念にストレッチを行うようにしてください」と、柔軟性の

大切さを強調していました。子どもたちは「次は何だろう」とプログ

ラムに興味津々。予定より30分延長して行われた今回の事業は、交流

だけでなく、体力向上につなげる充実した１日となりました。

第３６回県民スポーツ大会（郡大会）
吾川地区ゲートボール大会で仁淀川町が上位独占
　　　　 （６月７日　スパーク吾北）

優　勝　加枝ニコニコ会

（藤原勉、森田峰子、大崎ツヤコ、豊岡ツル、山田静香）

準優勝　中津

第３位　清流クラブ池川

大
健
闘
し
た
加
枝
ニ
コ
ニ
コ
会
、

中
津
、
清
流
ク
ラ
ブ
池
川
チ
ー
ム

第２１回高知県スポーツ少年団総合交流大会
仁淀柔道スポーツ少年団が大健闘！
　　　　 (４月２９日　県立武道館)

団体低学年男子の部　準優勝

２年生男子の部　優　勝　谷脇弦起 選手（別府小）

３年生男子の部　第２位　古渕達哉 選手（別府小）

６年生女子の部　第３位　西森　妙 選手（別府小）

前
列
左
か
ら
谷
脇
弦
起
選
手
、

古
渕
達
哉
選
手
、
後
列
左
か
ら

西
森
妙
選
手
、
片
岡
憲
志
選
手
、

西
森
胡
美
選
手

かみ  や  かずしげ



悪戦苦闘の日々も・・・
地域の方々の温かいご協力が大きな力に！
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みんなが主役！　スタイルプロジェクトＢＢ

　いざ、災害が発生した時には、都市と山村が手を

結び、お互いが助け合おう、という高知市二葉町と

の交流事業が続いています。

　6月1日、長者地区の棚田において、高知市二葉

町自主防災会の有志の方と協働で、餅米の田植え作

業が行われました。都市部の人たちにとっては、手

で植える田植えは、いまだに新鮮です。今回は平日

の開催だったので、有志だけの参加でしたが、週末

の開催ならば、親子連れで、多くの人たちが参加し

たかったということでした。

　6月6日、東京都で開催された上記シンポジ

ウムに参加し、私たちのプロジェクトの成果も

ポスターで展示しました。3.11東日本大震災と

福島第一原子力発電所事故後、私たちは、地域

の自然エネルギーを最大限活用し、エネルギー

需給構造の大幅改革に取り組まなければなりま

せん。しかし、自然エネルギーの利用を急ぐあ

まり、国土、森林、生態系、景観、居住環境、

そして、地元の人たちの権利を損なうことのな

いようにしなければなりません。地域が自覚を

高め、持続的な利用に取り組むとともに、みん

なで学んでいくことの重要性が訴えられていま

した。

問い合わせ

 「Ｂスタイル」プロジェクト大崎事務所（中山）

 ☎３５－０５６７   info@2410style.jp

 または 井上 ☎０９０－８６９６－７７０７

教｜育｜研｜究｜所｜便｜り｜
  仁淀川町教育委員会では、県の補助事業である『地域ア

クションプラン』を取り入れ、外国語活動の取り組みを行

っています。その第一弾を、去る６月１日に吾川中学校で、

昭和女子大学附属昭和小学校（東京都）校長の小泉清裕先

生を招き、モデル授業と講演という形で実施しました。

　小・中学校からたくさんの先生が参加し、中学１年生の

英語授業を公開して、実際に昭和小学校で行われているプ

ログラムを見せてもらいました。数字を１から１０までリ

ズムよく歌ったり、アルファベットを順番に言って、自分

の名前に入っている文字の時には、手をあげるなど、活動

を多く取り入れ、テンポよく授業が進められました。

　先生もすべて英語で授業し、「グッド！」「グレート！」と言って褒めたり、できたらハイタッチ

するなどして、生徒のやる気を引き出していました。

　授業の後、「外国語活動を中心にした小中連携のあり方」というテーマで講演が行われ、小学校の

英語活動を中学校の先生も実際に見て、中学校への入り口を広げることの大切さを学びました。

地域おこし協力隊がゆく ～今月は高萩 誠隊員！～

子どもの読書活動支援員便り
今後の展示予定

　○工作　○気象、天文

　○あなたの趣味は何ですか。インドア編、

　　アウトドア編　　○推理小説のすすめ

　※これまでの展示は7月中旬で終了します

展示場所

　「工作、気象・天文」は２階図書室、「あな

たの趣味」は２階ロビー、「推理小説のすす

め」は３階図書室を予定しています。

ご意見、ご希望をお待ちしています

　こんなジャンルの本を展示してほしい、自分の

好きな作家の本を取り寄せてほしいなど、どんな

ことでもかまいませんのでご連絡ください。

☆お知らせ

　県立図書館より貸し出してもらっている本も

展示していますので、ぜひ、ご利用ください。

＊注意

　図書室の本は紛失や破損した場合、同じ本か、

相当額の本を弁償していただく場合があります。

このコーナーに関するお問い合わせ

　教育委員会（西田・片岡）

　☎３５－００１８　　３５－００１０

　こ
ん
に
ち
は
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
高
萩
で
す
。

　現
在
、
活
動
の
中
で
古
田
地
区
の
水
田
を
活
用
し
て
お
米
作

り
を
し
て
い
ま
す
。
農
業
未
経
験
＆
知
識
ナ
シ
の
石
川
隊
員
と

二
人
で
地
域
の
方
々
の
暖
か
い
ご
協
力
の
も
と
、
悪
戦
苦
闘
し

な
が
ら
、
や
っ
と

田
植
え
ま
で
こ
ぎ

着
け
ま
し
た
。
初

め
て
の
経
験
ば
か

り
で
上
手
く
は
出

来
ま
せ
ん
が
、
秋

に
は
収
穫
で
き
る

よ
う
に
頑
張
り
ま

す
。　ほ

か
に
も
同
地

区
で
ソ
バ
を
栽
培

し
て
い
ま
す
。

　今
後
は
ケ
ー
ル

な
ど
も
栽
培
す
る

予
定
で
す
。
農
作

物
を
実
験
的
に
栽

培
し
て
ほ
し
い
、
こ
の
農
作
物
を
栽
培
し
た
ら
良
い
の
で
は
、

な
ど
の
ご
要
望
や
ご
意
見
な
ど
あ
り
ま
し
た
ら
、
左
記
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

　ま
た
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
伴
い
、
新
た
に

空
き
家
情
報
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
空
き
家
を
売
買
も
し
く
は

賃
貸
い
た
だ
け
る
方
（
町
内
に
限
り
ま
す
）
を
随
時
募
集
し
て

お
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

　仁
淀
川
町
役
場

　企
画
課

　☎
３
５
・
１
０
８
２

ご
寄
付
の
お
礼

◇
一
般
寄
付
金

　近
畿
仁
淀
川
会

◇
広
報
寄
付
金

　山
本

　正
心
様
（
佐
川
町
）

　岡
崎

　建
男
様
（
川
崎
市
）

　小
田

　勇

　様
（
八
尾
市
）

　竹
本

　虎
貢
様
（
松
原
市
）

　岡
村

　重
忠
様
（
栗
東
市
）

　鈴
木

　正
孝
様
（
一
宮
市
）

　ご
芳
志
を
あ
り
が
た
く
お
受

け
し
、
町
行
政
な
ら
び
に
広
報

発
行
に
有
意
義
に
活
用
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

　あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

仁
淀
川
町
役
場

◇
社
会
福
祉
協
議
会

　堀
部

　峯
子
様
（
下
川
渡
下
）

　岡
村

　律
枝
様
（
佐
川
町
）

　ご
芳
志
を
あ
り
が
た
く
お
受

け
し
、
社
会
福
祉
事
業
に
役
立

た
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　仁
淀
川
町
社
会
福
祉
協
議
会

たか  はぎ   まこと

高知市二葉町との交流事業
（災害時助け合い運動）

シンポジウム
「自然エネルギーは地域のもの」開催

写
真
左
か
ら
、
西
森
直
隆
さ
ん(

東
古
城
山)

、

二
葉
町
防
災
会
の
有
志
の
皆
さ
ん

小泉先生のテンポの良い授業に、
先生も生徒も引き込まれていきます。

長者図書室に本が増えました
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県
民
み
ん
な
が
森
の
サ
ポ
ー
タ
ー

　高
知
県
の
個
人
県
民
税
（
均

等
割
年
額
）
千
五
百
円
に
は
、

森
林
環
境
税
五
百
円
が
含
ま
れ

て
い
ま
す
。

　森
林
環
境
税
は
「
森
林
環
境

の
保
全
」
や
「
県
民
参
加
の
森

づ
く
り
」
を
進
め
る
た
め
の
事

業
な
ど
に
活
用
さ
れ
ま
す
。
県

民
の
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

税
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ

　高
知
県
総
務
部
税
務
課

　☎
０
８
８
・
８
２
３
・
９
３
０
８

使
途
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ

　高
知
県
林
業
振
興
・
環
境
部

　林
業
環
境
政
策
課

　☎
０
８
８
・
８
２
１
・
４
５
８
６

　訴
求
期
限
は
平
成
二
十
五
年

三
月
三
十
一
日
で
す
。

　先
の
大
戦
に
お
い
て
、
外
地

等
（
事
変
地
の
区
域
又
は
戦
地

の
区
域
）
に
派
遣
さ
れ
戦
時
衛

生
勤
務
に
従
事
さ
れ
た
、
旧
日

本
赤
十
字
社
救
護
看
護
婦
及
び

旧
陸
海
軍
従
軍
看
護
婦
の
方

（
慰
労
給
付
金
受
給
者
は
除

く
）
に
対
し
て
、
そ
の
御
苦
労

に
報
い
る
た
め
内
閣
総
理
大
臣

名
の
書
状
を
贈
呈
し
て
お
り
ま

す
。　詳

し
く
は
左
記
ま
で
御
連
絡

く
だ
さ
い
。

★
ご
本
人
ま
た
は
ご
家
族
な
ど

か
ら
の
ご
連
絡
を
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

　総
務
省
大
臣
官
房
総
務
課

　管
理
室
業
務
担
当

　☎
０
３
・
５
２
５
３
・
５
１
８
２

　
　０
３
・
５
２
５
３
・
５
１
9
0

　建
退
共
制
度
は
、
中
小
企
業

退
職
金
共
済
法
に
基
づ
き
、
建

設
現
場
労
働
者
の
福
祉
の
増
進

と
建
設
業
を
営
む
中
小
企
業
の

振
興
を
目
的
と
し
て
設
立
さ
れ

た
退
職
金
制
度
で
す
。

　こ
の
制
度
は
、
事
業
主
の
方

々
が
、
労
働
者
の
働
い
た
日
数

に
応
じ
て
掛
け
金
と
な
る
共
済

証
紙
を
共
済
手
帳
に
貼
り
、
そ

の
労
働
者
が
建
設
業
界
で
働
く

こ
と
を
辞
め
た
時
に
建
退
共
か

ら
退
職
金
を
払
う
と
い
う
、
い

わ
ば
業
界
全
体
で
の
退
職
金
制

度
で
す
。

加
入
で
き
る
事
業
主

　建
設
業
を
営
む
方

対
象
と
な
る
労
働
者

　建
設
業
の
現
場
で
働
く
人

掛
け
金

　日
額
３
１
０
円

特
徴

・
国
の
制
度
な
の
で
安
全
、
確

実
、
申
し
込
み
手
続
き
は
簡

単
で
す
。

・
経
営
事
項
審
査
で
加
点
評
価

の
対
象
と
な
り
ま
す
。

お知らせ
コーナー

・・・INFORMATION・・・

知
っ
て
い
ま
す
か
？

建
退
共
制
度

大
西
小
校
友
会
総
会

の
ご
案
内

森
林
環
境
税
に

ご
理
解
・
ご
協
力
を

内
閣
総
理
大
臣
名
の

書
状
を
贈
呈
し
ま
す

■■■お知らせコーナー■■■

・
掛
け
金
の
一
部
を
国
が
助
成

し
ま
す
。

・
掛
け
金
は
事
業
主
負
担
と
な

り
ま
す
が
、
法
人
は
損
金
、

個
人
で
は
必
要
経
費
と
し
て

扱
わ
れ
、
税
法
上
全
額
非
課

税
と
な
り
ま
す
。

・
事
業
主
が
変
わ
っ
て
も
、
退

職
金
は
企
業
間
を
通
算
し
て

計
算
さ
れ
ま
す
。

　ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
建
退
共
」

に
、
制
度
説
明
用
動
画
、
Ｑ
＆

Ａ
な
ど
建
退
共
制
度
の
知
り
た

い
情
報
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま

す
。
ぜ
ひ
ア
ク
セ
ス
し
て
ご
覧

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

　建
退
共
高
知
県
支
部

　〒
７
８
０
―
０
８
７
０

　高
知
市
本
町
４
―
２
―
１
５

　高
知
県
建
設
会
館
内

　☎
０
８
８
・
８
２
２
・
６
１
８
１

　今
年
も
校
友
会
総
会
を
開
催

し
ま
す
。
今
年
で
三
十
一
回
に

な
り
ま
す
。

　大
西
小
学
校
の
卒
業
生
も
今

年
度
中
に
還
暦
を
迎
え
ま
す
。

　懐
か
し
い
先
生
、
旧
友
や
校

舎
等
を
思
い
出
し
な
が
ら
、
楽

し
く
語
ら
い
ま
せ
ん
か
。

　旧
知
を
誘
っ
て
多
数
ご
参
加

い
た
だ
き
た
く
、
ご
案
内
申
し

上
げ
ま
す
。

日
時　８

月
16
日
（
木
）
正
午
か
ら

場
所　大

西
多
目
的
集
会
所

参
加
費

　男
性

　３
千
５
百
円

　女
性

　２
千
５
百
円

申
込
期
日

　８
月
11
日
（
土
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　大
西
文
雄
会
長

　☎
３
４
・
２
５
０
４

　大
原
喜
幸
副
会
長

　

　☎
２
４
・
７
７
５
９

※
大
西
地
域
に
お
住
ま
い
の
方

は
、
各
区
長
さ
ん
ま
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い

 

高
知
県
は
薬
物
乱
用
防
止
活

動
に
あ
た
り
、
地
域
住
民
に
対

し
薬
物
乱
用
防
止
に
関
す
る
知

識
の
普
及
を
図
り
、
も
っ
て
薬

物
乱
用
に
よ
る
健
康
被
害
の
防

止
と
地
域
の
保
健
衛
生
の
向
上

を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
薬

物
乱
用
防
止
推
進
員
を
設
置
し

て
い
ま
す
。

　推
進
員
は
、
保
護
司
、
民
生

委
員
等
か
ら
な
り
、
高
知
県
薬

物
乱
用
対
策
推
進
本
部
長
で
あ

る
、
高
知
県
知
事
が
委
嘱
し
、

任
期
は
二
年
と
な
っ
て
い
ま

す
。　こ

の
ほ
ど
中
央
西
福
祉
保
健

所
管
内
で
、
平
成
二
十
四
年
度

中
央
西
薬
物
乱
用
防
止
推
進
協

議
会
総
会
が
行
わ
れ
、
仁
淀
川

町
の
推
進
員 

片
岡
和
政
氏
が

会
長
に
、
井
上
兼
春
氏
が
副
会

長
に
就
任
さ
れ
、
管
内
は
も
と

よ
り
町
内
で
地
域
に
根
ざ
し
た

活
動
を
効
果
的
に
行
い
、
薬
物

乱
用
を
許
さ
な
い
環
境
づ
く
り

に
努
め
る
た
め
、
各
種
啓
発
活

動
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

平
成
二
十
四
年
度
の
主
な
事
業

・
地
域
イ
ベ
ン
ト
で
の
啓
発
活

動
の
実
施

・
町
の
広
報
誌
へ
の
掲
載

・
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
等

と
協
同
で
啓
発
活
動
を
実
施

・
中
学
校
へ
の
一
声
運
動

・
児
童
生
徒
を
対
象
に
薬
物
乱

用
防
止
教
室
の
開
催

・
市
町
村
、
警
察
そ
の
他
関
係

機
関
と
の
連
携

・
「
ダ
メ
。
ゼ
ッ
タ
イ
。
」
普

及
運
動
及
び
国
連
支
援
募
金

運
動

仁
淀
川
町
の

　薬
物
乱
用
防
止
推
進
員

　岡
林

　照
壽
（
大
崎
）

　片
岡
百
合
子
（
名
野
川
）

　岡
本

　香
代
（
大
崎
）

　片
岡

　和
政
（
大
内
）

　植
田

　和
生
（
東
村
下
）

　大
野

　孝
美
（
五
味
谷
）

　井
上

　兼
春
（
桧
谷
）

　上
尾
勝
日
己
（
上
土
居
第
一
）

　氏
次

　司   

（
下
土
居
）

薬
物
乱
用
の
恐
ろ
し
さ
を

理
解
し
、み
ん
な
で
乱
用
を

防
止
し
ま
し
ょ
う

外国人住民の方の住民票が
できます

住民基本台帳カードが
引き続き利用できるようになります

　住民基本台帳法が改正され、平成２４年７月

９日（月）から、外国人住民の方についても住

民票が作成されます。これにより、日本人と外

国人の複数国籍世帯についても、同一様式で住

民票の写しが発行されるようになります。その

ため、外国人の方も他の市町村へ住所を変更す

る場合（国外へ転出する場合も含む）や町内で

転居する場合など、すべての住民異動に関する

届出が必要となります。

　なお、外国人登録法が廃止になり、入管法が

改正されるため、在留資格や在留期間の変更に

ついては、役場への届出は必要なくなります。

　住民基本台帳カード（住基カード）は、これ

まで住所地の市町村で発行し、町外へ転出する

と無効になっていましたが、平成２４年７月９

日の住民基本台帳法改正後は町外へ転出しても

継続して利用できるようになります。継続利用

を希望される方は、転入する市町村役場の窓口

で手続きをしてください。

　なお、仁淀川町内で継続利用の手続きができ

るところは、役場本庁、池川・仁淀総合支所に

なります。名野川・長者出張所では手続きでき

ませんのでご了承ください。

問い合わせ　仁淀川町役場町民課　☎３５－１０８８　池川総合支所住民課　☎３４－２１１１

　　　　　　仁淀総合支所住民課　☎３２－１１１１

建退共

検
索
し
て

み
よ
う
！



○受付…午前８時から午後４時まで

 （正午から午後１時は休み）

○施術時間…約５０分

○料金…一律３，０００円

○休み…日曜定休

○普段着で来て下さい

広 告

おかもと整体

仁淀川町土居甲１０５２　電話３４－２６３０

東洋整体を主に手のひら全体、指の腹全体での

施術法です。

緑内障や白内障にも効果があると期待できます。

広報によど川 7月号 《12》《13》 広報によど川 7月号

こんにちは！
保健師です
こんにちは！
保健師です

　五
月
二
十
五
日
（
金
）
、
大

崎
に
あ
る
仁
淀
川
町
保
健
セ
ン

タ
ー
二
階
に
お
い
て
、
高
知
医

療
再
生
機
構
の
管
理
栄
養
士 

水
島
直
子
さ
ん
を
講
師
に
お
招

き
し
、
離
乳
食
講
習
会
・
育
児

相
談
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　現
在
仁
淀
川
町
に
は
二
十
数

人
の
乳
児
が
お
り
、
今
回
は
十

二
組
の
参
加
の
講
習
会
と
な
り

ま
し
た
。

　九
時
頃
か
ら
集
ま
っ
て
き
て

い
た
だ
い
た
お
母
さ
ん
と
子
ど

も
た
ち
。
ま
ず
保
健
師
に
よ
る

計
測
を
受
け
た
後
、
十
時
半
頃

か
ら
、
水
島
管
理
栄
養
士
さ
ん

に
よ
る
講
話
と
実
際
に
献
立
て

ら
れ
た
月
齢
に
あ
っ
た
メ
ニ
ュ

ー
を
見
て
、
一
回
の
目
安
量
を

実
際
に
測
っ
て
み
た
り
、
試
食

し
て
み
た
り
と
有
意
義
な
時
間

を
過
ご
さ
れ
ま
し
た
。

　参
加
者
か
ら
は
「
十
倍
が
ゆ

っ
て
こ
ん
な
感
じ
…
」
「
こ
の

硬
さ
な
ん
で
す
ね
…
」
「
味
付

け
な
く
て
も
意
外
と
お
い
し
い

で
す
ね
」
と
、
い
ろ
い
ろ
な
感

想
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　人
そ
れ
ぞ
れ
個
人
差
が
あ

り
、
進
み
具
合
も
ま
ち
ま
ち
。

食
べ
て
く
れ
る
子
、
く
れ
な
い

子
。
つ
か
ん
で
食
べ
た
り
、
こ

ぼ
し
た
り
。
お
母
さ
ん
た
ち
も

悩
み
な
が
ら
の
食
の
始
ま
り
の

こ
と
で
し
ょ
う
。
一
年
く
ら
い

か
け
て
ゆ
っ
く
り
と
「
食
べ
る

こ
と
」
を
練
習
し
て
い
き
ま

す
。
味
付
け
は
ほ
と
ん
ど
い
り

ま
せ
ん
。
少
し
ず
つ
素
材
の
味

を
生
か
し
、
進
め
て
い
っ
て
く

だ
さ
い
ね
。

　待
ち
合
い
で
は
子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー
の
職
員
さ
ん
二
人

が
、
子
ど
も
た
ち
と
遊
ん
で
く

れ
た
り
、
お
母
さ
ん
の
話
し
相

手
に
な
っ
て
く
れ
て
い
ま
す
。

子
ど
も
が
泣
い
て
し
ま
っ
て
も

大
丈
夫
！
お
母
さ
ん
た
ち
の
楽

し
い
憩
い
の
場
に
も
な
っ
て
い

ま
す
。

　

　次
回
は
十
月
十
九
日
（
金
）

午
前
中
。
今
回
と
同
じ
仁
淀
川

町
保
健
セ
ン
タ
ー
で
実
施
し
ま

す
。
た
く
さ
ん
の
ご
参
加
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

離
乳
食
講
習
会

　〜
食
の
は
じ
ま
り
〜

　現
在
町
内
に
は
三
つ
の
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
（
清
流
ク
ラ

ブ
池
川
、
さ
く
ら
ク
ラ
ブ
吾
川
、
仁
淀
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
）
が
活
発
に

ス
ポ
ー
ツ
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　近
年
運
動
に
対
す
る
意
識
は
、
「
競
技
思
考
」
か
ら
「
健
康
思
考
」

へ
変
化
し
て
い
ま
す
。
こ
の
現
状
、
地
域
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
べ
く
、

各
地
区
で
健
康
増
進
を
目
的
と
し
た
事
業
を
展
開
し
て
い
ま
す
の
で
、

ご
紹
介
し
ま
す
。

楽しみながら健康づくり！
～各地区の総合型地域スポーツクラブの取り組みを紹介します～

水島管理栄養士さんに実際に献立てもらった月齢メニュー
を間近に見て、お母さんたちも真剣な表情に変わりました。

お気軽にご参加ください

清流クラブ池川主催　ヨガ教室　開催中！
　リラックス効果があり、ストレス解消となります。集中力が付くだけでな

く、ダイエットや美肌効果があるといわれています。

◆日　時　毎週月曜日　午後６時半～

◆場　所　池川小学校体育館１階アリーナ

◆参加費　１回につき５００円

　　　　　※会員以外は１,０００円

◆問い合わせ　池川教育事務所

　　　　　　　３４－２４８０

さくらクラブ吾川主催　リフレッシュ教室運動健康教室　開催中！
　日常生活で気軽に続けられる運動をご紹介します。 バランスのとれた身

体にはさまざまな良い効果が表れます。日常生活で起こるたくさんのゆがみ

を改善していきましょう。

仁淀スポーツクラブ主催　ウォーキング教室に４１人参加
　６月７日に別府小学校、１４日に長者小学校で健康運動指導士の

岡田万菜実先生による健康ウォーキング教室を開催しました。普段

意識することのない筋肉を刺激し、効果的なウォーキングフォーム

を体感した参加者は、充実した表情で汗をぬぐっていました。

　運動だけでなく、交流を深めた充実の２日間となりました。

□お詫びと訂正□
・広報４月号１９ページ「後期高齢者制度」の記

事で保険料計算方法の所得割率「8.94％」と

ありますが、正しくは「10.35％」です。

・広報６月号２ページの「安居神楽奉納日」

とＰ２３ページの「人口・世帯数につい

て」に誤りがありました。正しくは下記の

とおりです。

　お詫びして訂正いたします。　  

＜安居神楽奉納日＞    　＜人口・世帯数＞

【奉納日】

◆偶数年

12月8日(八所河内神社)

◆奇数年

12月12日(熊野神社)

◆日　時　毎週月曜日　午後７時～　

◆場　所　中央公民館４階和室

◆参加費　１回につき１００円

　　　　　※会員以外は５００円

◆問い合わせ　教育委員会　３５－００１９

車検のことならおまかせを！
 一度は電話ください。待ってます！

吾川自動車吾川自動車吾川自動車
電話 ３５-０７７８

営業時間 ８：００～１８：００
定 休 日 日曜・祝祭日 第２・４土曜日
仁淀川町向口 代表者 宮崎 照夫

四運証 第80-1115号 トヨタ検定一級技能整備士(保有)
自動車検査員(有資格者) 自動車整備業賠償共済保険加入事業場

広 告

町の人口・世帯数
平成24年5月1日現在

  人　口6,545人　（－  5）
  　男　3,074人　　　　　 
  　女　3,471人　　　　　 
  世帯数3,333世帯（    2）

4月中の届出
転入26人　  転出26人
出生  3人　  死亡  8人
（　）内は前月比



広報によど川 7月号 《14》《15》 広報によど川 7月号

　暑い夏、冷たい飲み物が欲しくなる時期です。

　しかし糖分の多いジュースをたくさん飲み続けると

“ペットボトル症候群”になってしまうかもしれません。

“ペットボトル症候群”とは？
　砂糖のたくさん入ったジュース（多い物には角砂糖20個分も！）を大量に飲むと、血糖値が急激に

上昇し、身体がだるくなったり意識がもうろうとしたり、ひどい時には急に倒れて意識を失ってしま

う事があります。また血糖値が急激に上がると、これを薄めようと水分が欲しくなり、さらにジュー

スを飲む→血糖値が上がる→さらにのどが渇く、といった悪循環になってしまいます。

　こういった事は、長期的に見ても糖尿病のリスクを高める事になってしまいます。

“水分補給”は大事です
　けれども暑い時に水分を摂らず、熱中症になってしまっては大変です。お茶などの糖分の入ってい

ない飲み物や、お水にレモン果汁を入れてみるなどの工夫をして、暑い夏を乗りきりましょう。

　問い合わせ　高吾北消防署　☎２６－２１１１　仁淀川分署　☎３５－００１７

ペットボトル症候群にご注意を！

orange

orange

佐川警察署・交通安全協会佐川支部　☎２２－０１１０
※交通安全協会は、皆さまの会費で運営されています。ご協力よろしくお願いします。

交通安全協会からお知らせ交通安全協会からお知らせ交通安全協会からお知らせ

定
期
総
会
・
優
良
運
転
関
係
者
表
彰
式

５
月
31
日  

佐
川
警
察
署
三
階
会
議
室
に
て
、
交
通
安
全
協

会
佐
川
支
部
平
成
二
十
四
年
度
定
期
総
会
・
優
良
運
転
関

係
者
表
彰
式
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　総
会
で
は
、
平
成
二
十
三
年
度
事
業
報
告
・
決
算
報

告
・
監
査
報
告
、
平
成
二
十
四
年
度
予
算
（
案
）
・
事
業

計
画
（
案
）
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　引
き
続
き
、
優
良
運
転
関
係
者
表
彰
式
が
行
わ
れ
、

『
優
良
運
転
者
表
彰
』
に
は
、 

仁
淀
川
町
十
四
名
、
越
知

町
十
八
名
、
佐
川
町
二
十
六
名
の
合
計
五
十
八
名
の
方
が

受
賞
さ
れ
ま
し
た
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

受
賞
者
の
方
々
（
内
仁
淀
川
町
）

　『
優
良
運
転
者
』
（
敬
称
略
順
不
同
）

片
岡

　昇
一 

（
蕨
谷
）

尾
﨑

　秀
子 

（
岩
戸
）

片
岡

　孝
明 

（
寺
村
）

金
尾

　恵
美 

（
大
崎
）

藤
原

　晴
正 

（
遅
越
）

大
原

　幸
榮 

（
藤
ノ
野
）

伊
藤

　壽
久 

（
上
土
居
第
四
）

三
浦
ゆ
か
り 

（
見
ノ
越
）

井
上

　和
興 

（
舟
形
）

岡
本

　好
子 

（
楮
原
）

片
岡
喜
洋
子 

（
梶
屋
敷
）

片
岡

　忠
一 

（
西
条
）

高
橋

　拓
也 

（
寺
野
）

岡
林

　国
威 

（
日
鉄
宮
ヶ
坪
）
「
優
良
運
転
者
」
表
彰
式
の
様
子

 県表彰以上の方は、１１月１３日に高知市『文化プラザかるぽー

と』で開催される、高知県民大会で表彰式が行われます。

　毎年２月末日締め切りで、交通安全協会の会員の方を対象に優良運

転者表彰の募集をしています。

　表彰を受けられたい方は自薦・他薦は問いませんので、各町役場の

交通担当者または交通安全協会佐川支部までお問い合わせください。

九
カ
月
間
で
す

☎

☎

小松昇平

への

カ



文

　
芸

投
稿
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す

広報によど川 7月号 《16》《17》 広報によど川 7月号

仁
淀
俳
壇

              

川
上

　純
子

こ
の
里
に
生
え
ぬ
き
生
き
て
夏
迎

う

西
森

　今
子

甘
藷
植
え
る
昔
名
残
り
の
蓑
を
着

て

田
村

　大
陸

朝
毎
の
川
に
鮎
見
る
慣
ひ
か
な

吉
田
豊
之
祐

鮎
解
禁
近
し
少
し
の
胸
騒
ぎ

市
川

　千
秋

傘
立
て
て
バ
ラ
の
命
よ
永
か
れ
と

古
味

　幸
子

集
ひ
た
る
五
台
山
へ
と
花
樗

松
岡

　豊
子

読
み
返
す
閉
校
の
碑
や
青
嵐

　
　
　
　
　
　
　

堀
部

　貞
子

溪
谷
の
人
皆
や
さ
し
夏
薊

古
味

　孝
子

畑
仕
事
よ
う
や
く
終
え
て
大
昼
寝

　

田
村

　千
草

花
菖
蒲
祭
り
の
近
し
段
畠

　
　

  

藪
柑
子
句
会

　
　
　
　
　
　
　荒
木

　青
踏

二
三
軒
緑
に
浮
き
し
潰
溜
り

尾
崎
マ
チ
エ

万
太
郎
の
詩
の
か
ず
か
ず
花
筏

井
上

　美
智

母
の
日
や
老
い
て
な
お
さ
ら
母
恋

し

高
橋

　幸
恵

母
の
日
や
母
の
形
見
の
割
烹
着

高
橋

　房
子

茶
霧
湖
や
仁
淀
ブ
ル
ー
の
風
薫
る

上
岡

　利
寿

石
垣
の
古
び
て
あ
ま
た
雪
の
下

小
崎

　千
恵

地
震
の
地
に
桜
前
線
近
ま
り
ぬ

結
城

　華
子

葉
桜
や
仁
淀
ブ
ル
ー
の
風
と
知
る

片
岡
代
美
子

う
ら
ら
か
や
刻
が
気
に
な
る
万
歩

計

　
　
　
　
　
　
　掛
水

　妙
子

花
は
葉
に
友
の
完
治
を
祈
る
日
々

岡
林

　鶴
子

無
人
市
百
円
で
買
ふ
茄
子
三
個

隅
田

　邦
子

熊
谷
草
我
も
た
た
ず
む
杉
木
立

片
岡
と
く
ぞ
う

新
緑
や
蟻
を
の
が
る
る
岩
ト
カ
ゲ

鎌
倉
い
ち
い
ち

青
葉
風
仁
淀
ブ
ル
ー
の
大
渡
ダ
ム

投
稿

俳
句

井
上

　一
明

山
畑
に
一
人
ひ
と
日
の
日
の
永
き

鎌
倉

　信
夫

山
省
や
餌
を
も
と
め
て
食
前
に

短
歌

井
上
カ
メ
子

紫
陽
花
の
色
は
変
わ
り
て
七
色
に

梅
雨
の
合
い
間
に
溜
め
息
つ
き
て

仁淀川町行事カレンダー（7月・8月）……… ………

つ
え
だ
ま

う
た

は
な
い
か
だ

か
っ
ぽ
う 

ぎ

な   

い

と
き

な

　す

く
ま
が
い
そ
う

す
ぎ
こ
だ
ち

あ
り

や
ま
が
ら

え
さ

つ

　ゆ

広 告

　　　　

　今
年
も
出
水
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
、
え

ん
堤
か
ら
放
流
す
る
機
会
が
多
く
な
り

ま
す
。

　え
ん
堤
か
ら
放
流
す
る
と
き
は
、
あ

ら
か
じ
め
サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
し
て
お
知

ら
せ
し
ま
す
の
で
、
川
を
利
用
さ
れ
る

方
は
、
増
水
に
十
分
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

※

四
国
電
力
筏
津
ダ
ム
は
発
電
専
用
で
あ
り
、

ダ
ム
へ
流
れ
込
ん
で
き
た
水
を
発
電
に
使
用

し
ま
す
が
、
雨
な
ど
で
最
大
発
電
を
超
え
る

水
が
流
れ
込
ん
で
き
た
場
合
は
、
ダ
ム
か
ら

放
流
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

　四
国
電
力
株
式
会
社
筏
津
ダ
ム
管
理
所

　☎
２
６
・
１
１
７
３

加
枝
え
ん
堤
・
土
居
川
え
ん
堤

の
放
流
に
ご
注
意
を

四国電力からのお願い

サイレンの鳴らし方

サイレン

ウ～

1分吹鳴

サイレン

ウ～

1分吹鳴

(休み）

15秒

　なお、加枝えん堤および土居川

えん堤は無人のため、情報は筏津

ダムで提供します。
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A

B

C

D
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F

G

ヒ
ナ
ン
ク
ン
レ
ン

広報によど川 7月号 《18》《19》 広報によど川 7月号

　たて・よこのカギをヒントにマス目を埋めてくだ

さい。　に入る文字をアルファベット順に並べかえ

ると答えが出てきます。何でしょう？

応募方法　はがきまたは封書で応募してください。

　　　　　〒７８１－１５９２ 仁淀川町役場「広報パズル係」

賞　　品　「ぽんじゃらす・全身マッサージ６０分コ

ース」を正解者の中から抽選で１名様に。

（当選者の発表は次号広報）

町の人口・世帯数
平成24年6月1日現在

  人　口6,528人　（－17）

  　男　3,066人　　　　　 

  　女　3,462人　　　　　 

  世帯数3,332世帯（－  1）

5月中の届出

転入11人　  転出15人

出生  2人　  死亡15人

（　）内は前月比

広報によど川

本紙は再生紙を使用しています。

平成24年7月1日発行（No.84）
編集　仁淀川町広報編集委員会

発行　仁淀川町

〒781-1592

高知県吾川郡仁淀川町大崎124

　0889-35-0111

http://www.town.niyodogawa.lg.jp/

印刷　株式会社高知新聞総合印刷

　棚田に色鮮やかに咲く花

しょうぶ。

（長者　６月17日撮影）

第84回 クロスワード パズルクロスワード パズルクロスワード パズル ●締め切り
　7/20（金）必着表

紙
の
写
真

☆
た
て
の
カ
ギ

１

　相
撲
で
四
十
八
種
の
技

２

　そ
れ
ぞ
れ
生
ま
れ
育
っ
た
土
地
の
力

士
の
こ
と
を
い
う
」

３

　災
害
を
受
け
る
こ
と
。
被
災

４

　極
め
て
苦
し
い
修
行

５

　離
れ
る
こ
と
。
は
ず
れ
る
こ
と

７

　も
の
を
あ
る
場
所
に
置
い
た
ま
ま
、

置
き
場
所
を
忘
れ
る

９

　い
く
じ
が
な
い
。
気
概
・
気
力
に
欠

け
て
い
る

13 

協
和
語
。
「
私
日
本
人
○
○
○
」

　

※
「
私
は
日
本
人
で
す
」
の
意
味

☆
よ
こ
の
カ
ギ

１

　相
撲
の
立
合
い
の
呼
吸
が
合
わ
ず
、

仕
切
り
を
や
り
直
す
こ
と

６

　分
娩
を
助
け
、
ま
た
妊
婦
・
新
生
児

の
保
健
指
導
を
職
業
と
す
る
女
性

８

　意
義
の
あ
る
こ
と
。
価
値
の
あ
る
こ
と

９

　キ
ク
科
の
多
年
草
。
日
本
各
地
に
自

生
、
食
用
に
栽
培
「
○
○
の
と
う
」

10

　ウ
コ
ギ
科
タ
ラ
ノ
キ
属
の
多
年
草
。

春
、
宿
根
か
ら
生
ず
る

　「
○
○
の

大
木
」

11

　琵
琶
湖
に
発
源
、
京
都
盆
地
に
出

て
、
盆
地
西
端
で
木
津
川
・
桂
川
を

合
せ
、
大
阪
湾
に
注
ぐ
川

12

　互
い
に
競
う
。
せ
り
あ
う
こ
と
。
競

走
す
る

14

　う
し
ろ
に
よ
り
か
か
り
の
あ
る
腰
掛

15

　物
事
が
消
滅
し
て
い
っ
て
そ
の
果
て

に
達
す
る
意

16

　は
な
れ
る
こ
と
。
離
れ
て
い
く
こ
と

17

　手
先
を
使
っ
て
す
る
職
業
。
ま
た
、

そ
の
技
術

18

　弓
を
つ
が
え
て
、
矢
を
放
つ

（
出
題
・
藤
原
賢
一
さ
ん
）

ごめい福をお祈りいたします

・
応
募
者
数

　十
六
人

・
正
解
者
数

　十
六
人

・
当

選

者

　山
﨑

　広
子
（
須
崎
市
）

今月の賞品今月の賞品
クロスワードパズル 「

ぽ
ん
じ
ゃ
ら
す
・
全
身
マ
ッ
サ
ー
ジ

　
　
　60
分
コ
ー
ス
」を
１
名
様
に

タイ古式マッサージ　ぽんじゃらす

　今
月
の
商
品
は
、
七
月
で

一
周
年
を
迎
え
る
「
タ
イ
古

式
マ
ッ
サ
ー
ジ
・
ぽ
ん
じ
ゃ

ら
す
」
提
供
の
全
身
マ
ッ
サ

ー
ジ
六
十
分
コ
ー
ス
で
す
。

　ゆ
っ
く
り
と
時
間
を
か
け

て
全
身
を
適
度
な
刺
激
で
施

術
し
て
く
れ
ま
す
の
で
、
血

行
促
進
や
自
然
治
癒
力
を
向

上
さ
せ
ま
す
。
そ
し
て
癒
や

し
効
果
も
抜
群
で
す
。
も
み

返
し
が
ほ
と
ん
ど
な
い
の
も

そ
う
い
う
理
由
か
ら
だ
と
言

え
ま
す
。

　地域の皆さまに、ご愛顧いただき早１年。本当にありがと

うございます。４月にはＲＫＣ高知放送「ごきげんボニー

ト」仁淀川町吾川地区編で、ご紹介いただきました。『本当

に極楽な感じ～』と大好評をいただきました。

　年齢を問わず、疲れがたまったなと思った時や、ご自身へ

のご褒美に、リラックスしたい時に是非ご来店ください。タ

イの音楽の流れる店内は、まるで「ほほえみの国・タイ」に

来たかのようなくつろぎの空間です。お電話にて、ご予約い

ただければお待たせすることもございません。お気軽にお試

しください。

場所：仁淀川町川口37－3

時間：10時～20時

料金

足裏コース（40分）3,500円～

全身コース（60分）4,000円～

ご予約・お問い合わせ

☎０８０－３９２９－００３９（予約専用）

☎０９０－９４５４－８５４３（カムピラ スラポン）

☎０９０－１００４－２３４７（武内　シーペン）　

E-mail　yoyaku39@softbank.ne.jp



近
畿
仁
淀
川
会
総
会  

盛
大
に
開
催

　

仁
淀
川
町
観
光
情
報
一
元
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

だ
ん
だ
ん
の
里  

花
し
ょ
う
ぶ
ま
つ
り

仁
淀
川
ク
リ
ー
ン
作
戦
に
約
二
百
人
参
加

平成23年10月31日生
保護者/道斎・妙美

平成23年9月16日生
保護者/博晶・未来

鶴 井   創 太くん（大崎）
つるい　    そう  た

川 村　咲 恵ちゃん（正ノ石）
かわむら　   さ   え

広報によど川
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はじめまして ・  　 ・   　・

「優しい女の子に育ってね」「優しい女の子に育ってね」

「元気で思いやりのある子に育ってね」「元気で思いやりのある子に育ってね」


